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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月10日(2017.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホイールを制動すべく制動部材を移動させる作動部材と、
　モータと、
　前記モータによって回転される回転部材と、
　前記回転部材の回転に伴って直動し前記作動部材を移動させる直動部材と、
　前記回転部材と前記直動部材との間に設けられ、前記回転部材の軸方向への前記直動部
材の移動により前記回転部材と前記直動部材とによって挟まれて前記軸方向に弾性変形さ
れる第一の弾性部材と、
　を備えた、車両用ブレーキ。
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【請求項２】
　前記第一の弾性部材は、前記直動部材を囲うように設けられた、請求項１に記載の車両
用ブレーキ。
【請求項３】
　前記第一の弾性部材は、コイルスプリングである、請求項１または２に記載の車両用ブ
レーキ。
【請求項４】
　少なくとも前記回転部材および前記第一の弾性部材を収容したハウジングと、
　前記ハウジングまたは前記ハウジングに支持された部材に設けられたスラスト面と、
　前記回転部材を前記スラスト面に押し付ける押圧部材と、
　を備えた、請求項１～３のうちいずれか一つに記載の車両用ブレーキ。
【請求項５】
　前記押圧部材は、前記回転部材と噛み合い当該回転部材を前記スラスト面に押し付ける
ヘリカルギヤである、請求項４に記載の車両用ブレーキ。
【請求項６】
　前記押圧部材は、前記第一の弾性部材とは別に設けられた第二の弾性部材である、請求
項４に記載の車両用ブレーキ。
【請求項７】
　前記第一の弾性部材の第一の端部と、前記第一の弾性部材と面し当該第一の弾性部材を
支持する第二の端部と、の間に、滑り部材が設けられた、請求項１～６のうちいずれか一
つに記載の車両用ブレーキ。
【請求項８】
　前記第一の弾性部材の第一の端部、および前記第一の弾性部材と面した第二の端部、の
うち少なくとも一方に、他方と摺動する摺動部と、当該摺動部の径方向外方に位置され他
方と隙間をあけて面した対面部と、が設けられた、請求項１～６のうちいずれか一つに記
載の車両用ブレーキ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本開示の車両用ブレーキは、例えば、ホイールを制動すべく制動部材を移動させる作動
部材と、モータと、上記モータによって回転される回転部材と、上記回転部材の回転に伴
って直動し上記作動部材を移動させる直動部材と、上記回転部材と上記直動部材との間に
設けられ、上記回転部材の軸方向への上記直動部材の移動により上記回転部材と上記直動
部材とによって挟まれて上記軸方向に弾性変形される第一の弾性部材と、を備える。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記車両用ブレーキは、第一の弾性部材を回転部材と直動部材とによって挟んで弾性的
に圧縮する構成を有する。よって、例えば、第一の弾性部材の位置の制約によって他の部
品も含めた部品のレイアウトの自由度が低下したり、第一の弾性部材の圧縮反力を受ける
ための剛性を高めるためにハウジングの厚みを局所的に増大したりといった、回転部材と
ハウジングとの間で第一の弾性部材が圧縮される構成によって生じていた不都合な事象を
、回避できる。
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